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116 (220) 第 135巻第3号
装置工業化は機械工業の質的発展とし℃の以業化における第二段階ωトー タ













































































































120 (224) 第 135巻第3号
選択され，部品が選択されていく。
また，人聞の知覚ては困難なミクロの世界での作業や処理が可能になり，危
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その契約形態は.1)委託または共同開発研究 2)系列内外注(下請化) 3) 































産 業・規 模 全企業
計出) 1 情報処理| 事務処理 | ピル管理 ととがない
調査産業計 100.0 20.6 6.5 8.8 11.8 79.4 
5，000人以上 100.0 79.4 56.0 43.6 52.8 20.6 
1，即日~4，999人 100.0 71.1 44.6 30.4 45.6 28.9 
300~ 999人 1口0.0 50.0 24.5 20.3 32.5 50.0 
100~ 299人 100.0 27.3 9.6 10.7 15.5 72.7 
30~ 99人 100.0 14.8 3.。 6.7 8.0 85.2 
鉱 業 100.0 11.0 4.8 7.6 0.8 89.0 
建 設 業 100.0 9.0 2.3 3.3 5.2 91.0 
製 造 業 100.0 18.6 6.7 7.1 10.8 81.4 
卸売業，小売業 100.0 24.7 9.6 12.8 12.2 75.3 
金融・保険業 100.0 47.8 27.2 14.6 30.5 52.2 
不動産業 100.0 33.9 4.0 9.6 28.5 66.1 
通輸・通信業 100.0 14.9 3.4 6.1 7.4 85.1 
電気・ガス・水道・熱供給業 100.0 34.7 14.4 5.9 30.5 65.3 













通充2X常の業買た務事め 人件費カ 上労砧忽発け品生酪ら題哩れが 勤が働な一務者る般形たと態脅異め
回答の
分 せた企 割安とな の その他 ない企
業
に員きるかな保ら要で さ 業たため るため るため
処理〕
査産業計 100.0 21.4 56.7 15.8 7.9 11.2 7.4 2.5 4.5 
入000人以上 100.0 41.8 58.2 18.4 12.7 12.7 27.2 1.9 2.5 
1 ，000~4，999人 100.0 42.8 46.7 21.7 12.8 14.8 23.7 1.7 3.1 
300"-' 999人 100.0 33.1 51.1 1~.7 10.8 9.3 9.4 2.3 3.8 
100~ 299人 100.0 17.1 61.9 17.4 7.4 11.3 3.8 2.0 4.7 
30~ 99人 100.0 9.6 58.2 9.8 1.5 17.4 3.4 3.4 5.5 
処理コ
査産業計 100.0 24.8 21.3 36.8 9.3 9.8 12.4 2.9 14.1 
入000人以上 100.0 27.6 28.5 49.6 11.4 8.9 13.0 4.1 8.1 
1 ，000~4，999人 100.0 29.6 34.8 47.6 14.9 9.2 11.1 2.2 6.5 
300~ 999人 100.0 22.5 20.7 39.4 16.3 11.3 18.3 0.6 13.1 
100~ 299人 100.0 22.7 23.7 39.9 9.7 11.3 12.0 0.8 12.6 


















野では容易に確保しやすくコ λ トも安いので雇用は増大するのである G


















128 (232) 第 135巻第3号
第2妻女子の職業J]J割合
年 次 1970 
計 (100) 
専門的・技術的職業従事者 37.5 ( 9.9) 
管理的職業従事者 4.6 ( 0.9】
事務従事者 48.1 (30.8) 
販売従事者 35.0 (10.8) 
サ{ピス職業従事者 70.1 (12.8) 

























3.428 I 5，044 
































































0.8 I 208 



















10，口60I 12，633 I 19.2 
1，377 I 2，037 I 2.6 














万人中，サーヒス業3，283万人 (51.8% 現在18.4;?百)第三次産業3，912万人 (61.8





















































































情報化とソフト労働乙における労働の構造 (237) 133 
ほど職人気質で，仕事の興味本位に行動する傾向があるよ二とは周知であり，雇
用による拘束志識が希薄である。 U
ζれに対して， サーピλ 労働においても，アパレノレやデパ トの庖員を含め，
セ ノレ見の世界では，出来合いのものを売るのではなく，生活ョ γサルタント























134 (よ38) 館 135巻第3号
視すべき側聞も多い。
その一つは，長時間労i釧七である。労働力不足で雇用形態が流動化すると所
得向上型の長時間労働が増大する傾向がある。職人型の場合も雇用者型の場合
もその傾向がみられる。
労働時間制限主休日増は技術革新に対応するワーク γ ェアリングとして不可
欠であり.重視する必要があ石。
その二つは，雇用確保と全労働者が新技術に適応して何らかの転換が可能な
基礎的な教育訓練(とくに中高年には時間をかける〉の保障と雇用保障を重視
する新技術への適応問題についてみれば， コンピュータはもとより，現在のM
E情報機器は未だ開発技術者本位に製作される傾向がつよく未成熟であり，ま
た，未だ市場が広くはないのでコストを押えるために技術的に省略するなど，
ユーザ にとっては十分な配慮とまではいっていない場合も多v、。いわゆるヒ
ューマン・ウェア (Humanware 人間らしいデザインや操作方法)について
は未だ不十分な面が多い。これらの点は，多量生産がすすむにしたがって開発
や修正がすすみ，高年者もふくめて操作しやすい機器の開発にひかうのは市場
の必然性といえる。また ME・情報化がヒューマンウェアとして特に意味を
もっとすれば，それは障害者十高年者の労働や生活を補完することにおいてと
いえよう。
おわりに
情報化は，さらにユューメディア問題を含めて，次第に具体的な姿態をあら
わしつつあるが，未だ予測できない多くの課題を含んでいる。
本稿は，その基本的な視点と課題を示すことを意図したものである。
